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研究目的 高分散性で粒径のそろった酸化物ナノ粒子の低温液相合成を目指している。 

研究内容 

現在主に合成している材料系としてはジルコニア，セリア，ハフニア，イットリア，

チタン酸バリウムなどがある。またそれぞれに希土類をドープしてナノ蛍光体をつくり，

それらの物性評価も行っている。特に近年バイオフォトニクス材料としてアップコン

バージョン特性を示すナノ粒子が注目されているが，それらの合成と物性評価をＮＥＤ

Ｏのプロジェクトを通して共同研究として行っている。 

用  途 誘電体，蛍光体，高屈折率材料，化粧品，光触媒，バイオ材料，研磨剤など 

関係論文 
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